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植物硏究雜誌第十三卷第十二號 


P- 488 (1846) — Mxquel , Prol.FJ. Jap. p. 361(1866-1867) — Franchet et Savatier , 
Enum. PI. Jap. I, p. 350 (1874)— J. D. Hooker , FI. Brit. Ind. IV, 294 (1885). 

Nom. Jap. Hurasaba-so (nom. nov.) 

Hab. Kyusyu : Prov. Hizen; Nagasaki (Z. Tashiro , Mai.1, 1911) 

(奥山春季 S . Okuyama ) 

o があべらノ帶化 

昨年夏知人ガー束ノ Gerbera aurantiaca Sea . Bip . (あかばな.せんぼんや！？）ヲ花屋力 
ラ買ツテ來夕。其中ノー本ハ寫眞ノ通リ根生花梗、卽チ着、卽チ scape ノ尖祿二 3 個ノ頚 
狀花ヲ著ケ‘テ居タノデ、友人额田敏氏二撮影シテ賞ツタノガ此寫眞デアル0—本ノ葶上二、 
3個ノ花ヲ著ゲタノデハナイ。があべらノ、•菊科デアルカラ、頭狀花ガ .3 ツ出來タノデアル。 



たんぽ乂 ノ寧ガ帶化シテ、多數ノ花ヲ着ケルコトノ、珍ラシク ハナイ ガ、此場合ハ帶化シク 
樣ニ ハ見ェ ナイ。 證據 ハナイ ガ、3本ノ 葶ガ瘃 合シタ樣二思 ハ レ ル。兎二角一現象トシテ 
記錄シテオク〇尤モ、帶化モ、癒合モ結局同ー ナリ ト云フ見解二從へバ、ソレ迄デアル。要 
スル ニ、 畸形ノ理論ハ仲々六ケ敷イカラ、夸實ヲ事實 トシ テ記錄シテ置ク ヨリ 仕方ガナイ。 
下ラ ナイ 事 ダト 卑下シテ仕舞へバソレ迄ノ事 ダガ、 其レヨリモ事實ヲ澤山記錄シテ將來理. 
論グ、ケ ル 材料' ニ スルノモ ーッノ手デ アル， 卜思 7 。ソレニ ハ、 色々 ナ 條件ヲモ併 セテ. 記錄シ 
ナケレバナラ ナイ ガ、畸形ハ多クノ場合其現象ガ現レテ初メテ目ニックノデ、ド，ウニモナラ 
ナイ。. （久內淸孝） 


〇白花かたくり 

かたくり {Erythronium japonicum Makino ) ノ中二、白花ヲ咲カセルモノガアルコト 
.ハ、' 秋田縣北秋田郡ノ 某所二古クヨリ 知 ラレ、 コレ ガ 風邪 ノ熱サマシニナルコトガ傳ヘラ 
i レテ ヰ ル〇 

筆者ハ昭和 8 年 4 月 二 北秋田郡大葛村二、純白色ノモノト白紫色ノモノト數株ヲ得夕。 
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